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4
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１ 農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援
（ＪＡバンク鹿児島の農業メインバンク機能強化への取組み）
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ＪＡバンク鹿児島は、地域における農業者との結び付きを強化し、地域を
活性化するため、次の取組みを行っています。

(1)農業融資商品の適切な提供・開発
(2)担い手のニーズに応えるための取組み
(3)ＪＡ内事業間連携の強化
(4)ＪＡバンク利用者満足度調査の実施と結果の活用
(5)その他の地域活性化につながる各種取組み
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(1) 農業融資商品の適切な提供・開発

ＪＡバンク鹿児島は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代化資金や日本政

策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経営と生活をサポートしています。

（注）

1. 農業関係資金とは、農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり、農業生産・農業経営に必要な資金や、農産物の生産・加工・流通に関係する

事業に必要な資金等が該当します。

2. ＪＡバンク鹿児島が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。

 令和7年3月末時点でＪＡバンク鹿児島においては

農業関係資金残高（注1） 57,792百万円（うち農業経営向け貸付金45,084百万円）

日本政策金融公庫等の受託貸付金（注2）残高 7,046百万円を取扱っています。
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(1) 農業融資商品の適切な提供・開発

(注)
1. 「その他農業」には、複合経営で業種が明確に位置づけ

られない者および農業サービス業が含まれています。

2. 「農業関連団体等」には、ＪＡや全農(経済連) とその
子会社等が含まれています。

▼営農類型別農業資金残高

営農類型
令和7年3月末

残高

農業 45,084

穀作 1,580

野菜・園芸 1,866

果樹・樹園農業 445

工芸作物 1,955

養豚・肉牛・酪農 14,445

養鶏・鶏卵 1,812

養蚕 3

その他農業(注1) 22,978

農業関連団体等(注2) 12,708

合計 57,792

単位 百万円
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(1) 農業融資商品の適切な提供・開発

（注）
1. 「プロパー農業資金」とは、ＪＡバンク原資の資

金を融資しているもののうち、制度資金以外のも
のをいいます。

2. 「農業制度資金」は、①地方公共団体もしくは
日本政策金融公庫の資金をＪＡバンク鹿児島
が転貸で融資するもの、②地方公共団体が利
子補給等を行うことでＪＡバンク鹿児島が低利
で融資するものを対象としています。

3. 「その他制度資金」には、農業経営改善促進資
金(スーパーＳ資金)や農業経営負担軽減支援
資金などが該当します。

4. ＪＡバンク鹿児島では、主にＪＡを窓口として、
日本政策金融公庫資金の受託貸付金を取り
扱っています。

▼資金種類別農業資金残高

▼農業資金の受託貸付金残高

種類
令和7年3月末

残高

プロパー農業資金（注1） 43,833

農業制度資金（注2） 13,959

農業近代化資金 10,981

その他制度資金（注3） 2,978

合計 57,792

種類
令和7年3月末

残高

日本政策金融公庫資金（注4） 6,918

その他 128

合計 7,046

単位 百万円

単位 百万円
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１ 農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援
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(1) 農業融資商品の適切な提供・開発

ＪＡバンク鹿児島は、主要な農業関係の制度資金である、農業近代化資金の取扱いに

おいてトップシェアとなっています。

【鹿児島県の農業近代化資金および公庫農業資金の取扱いシェア】

農業近代化資金 融資残高シェア

（令和7年3月末時点）

JAバンク鹿児島
99％

その他
1％

日本公庫直貸

その他受託

94％

・

JAバンク
鹿児島受託

6％

日本政策金融公庫 農業資金取扱いシェア

（令和7年3月末時点）
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(2) 担い手のニーズに応えるための取組み

ＪＡバンク鹿児島では、地域の農業者のニーズに応えるため、様々な取組みを行っています。

 ＪＡでは、本支店の農業融資担当者が営農・経済部門等と連携しながら、農業融資
に関する資金提案や経営相談対応等を実施しています。これを支える体制として、豊
富な農業金融知識をもった農業融資の実務リーダーである「担い手金融リーダー」を、
令和6年度末時点で13ＪＡ・16名配置しています。

 本会では、ＪＡのサポート指導機能、農業法人等への融資相談機能を担う「県域農
業金融センター機能」を構築しており、これらの機能の拡充、強化に努めています。

 ＪＡ系統独自の農業融資資格制度「ＪＡバンク農業金融プランナー」を導入しており、
有資格者は令和6年度末時点で県内に175名誕生しています。農業融資の実務に
即した資格の取得を通じ、農業金融に関する知識・ノウハウの一層の充実を図り、多様
化・専門化する農業者の金融ニーズに応えていくことを目的としています。
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(2) 担い手のニーズに応えるための取組み

鹿児島県のＪＡグループでは、農業法人に対する経営支援等を充実・強化するため、中央会・
各連合会の共通部署として、「営農サポートセンター」を中央会に設置し、重点活動内容として、
以下のことに取り組んでおります。

 農業法人設立支援

 農業法人に対応した事業システム構築と農業法人への事業提案

 農業法人に対する対応力の強化と事業基盤の再構築
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(3) ＪＡ内事業間連携の強化

 他事業部署との情報共有等を目的とした情報連絡会を開催しております。

 情報共有のうえ資金ニーズのある農家に対し、適宜同行訪問を実施しております。

 営農指導員等他事業部署の職員に対し、農業資金の研修会を開催しております。

 他事業部署が開催する会議体に、信用事業職員が出講対応し、農業資金の説明を
実施しております。

農業者の多様なニーズにＪＡをあげて応えていくため、営農・経済事業等との合同会議・研修会の
開催や農業者への同行訪問等により、これまで以上に、ＪＡ内事業間連携を強化しています。
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(4) ＪＡバンク利用者満足度調査の実施と結果の活用

ＪＡバンクでは、お客様からのＪＡ事業全般に関する率直なご意見・ご感想をお伺いす
ることを目的として、お客様満足度の計測を行っています。

得られた結果を活用しながら、お客様の様々な声に応えることが出来るよう、各種施策
の見直しおよびサービスの更なる向上に向けて、役職員一丸となって取り組んで参ります。

 令和6年度は全ＪＡにて調査を実施し、調査結果については県下ＪＡと共有化を図りました。
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(5) その他の地域活性化につながる各種取組み

ＪＡ名 取組事例 内容

ＪＡ鹿児島みらい
鹿児島市と連携した、市の利子補給
要領の制定

鹿児島市農政総務課と協議を重ね、農業
融資にかかる利子補給の要領を策定。当
ＪＡの組合員に対し、利子補給の交付を受
けることができるようになったもの。
※要領や要綱は鹿児島市が作成。

ＪＡ鹿児島いずみ 降灰対策補助事業の促進

鹿児島県では降灰による影響で満足に露地
栽培ができない地域柄であるため、行政と連
携し、補助事業を活用した温室設備取得を
促進。自己負担分を低利な制度資金により
調達の補助を行っている。

▼取組み実績

県下ＪＡでは、地域活性化に向けた活動に取り組んでいます。
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(5) その他の地域活性化につながる各種取組み（前頁の続き）

ＪＡ名 取組事例 内容

ＪＡ鹿児島いずみ スマート農業の促進

農家が高性能農業機械を利用した農作業
を目指す中、行政と連携し、当該地区の農
家も高性能機械を活用した農業が出来るよ
う補助事業等活用に向けた推進活動を実施。

▼取組み実績
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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援
(ＪＡバンク鹿児島の農業メインバンク機能強化への取組み)

１

4
農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な
農山漁村等地域育成への貢献

3
経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に
適した資金供給手法の徹底

2 担い手の経営のライフステージに応じた支援
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ＪＡバンク鹿児島は、担い手をサポートするため、ライフテージに応じて、
次の取組みを行っています。

(1)次世代農業者の育成支援
(2)ＪＡバンク鹿児島講演会・セミナー等の開催
(3)災害等の被害を受けた方への支援
(4)経営不振農家の経営改善支援
(5)事業性評価を通じた農業者の経営課題の把握・

課題解決ソリューションの提供・蓄積
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(1) 次世代農業者の育成支援

ＪＡバンク鹿児島では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、青年等就農資金等を取り
扱っています。

また、鹿児島県立農業大学校をはじめ、担い手農業者向けの各種研修会へ本会職員を講師として
派遣し、これからの本県農業を担っていく若い新規就農者・就農希望者等に対して、農業経営者と
しての育成を支援するなど、農業経営等にかかる支援を実施しております。

▼新規就農者をサポートする資金の取扱い実績 単位 件、百万円

資金名
令和6年度
実行件数

令和6年度
実行金額

令和7年3月末
残高

青年等就農資金 10 77 470

就農支援資金 － － 20

ＪＡ新規就農応援資金 1 0.4 11

合計 11 77.4 501
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(2) ＪＡバンク鹿児島講演会・セミナー等の開催

本会では、融資取引様を招いた情報交換および相互研鑽を図る
異業種交流会を開催しています。

▲異業種交流会の様子

(3) 災害等の被害を受けた方への支援

ＪＡバンク鹿児島では、病害・災害、生産資材価格高騰等に伴い、農業経営に影響を受けた農業者
に対し、以下の支援を実施しました。

取組事例 取組主体 内容 件数 実行額

災害緊急特別対策資金 全13ＪＡ
生産資材・飼料の高騰等に対する長期運転資
金

365 3,184

農業経営長期運転資金
ＪＡいぶすき
ＪＡあいら

鳥インフルエンザ・火山灰・台風等の災害に対す
る長期運転資金

7 8

サツマイモ基腐病対策資金 ＪＡそお鹿児島
サツマイモ基腐病の影響により経済的打撃を受
けた組合員に対し、迅速な対応を図るべく今後
の事業改善に必要な資金を融通するもの

1 3

▼令和6年度取扱い実績 単位 件、百万円
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(3) 災害等の被害を受けた方への支援（前頁の続き）

取組事例 取組主体 内容 件数 実行額

・畜産農家緊急対策特別資金
・茶業農家緊急対策特別資金
・果樹・園芸農家

緊急対策特別資金

ＪＡ南さつま

経営の維持・安定を目的とした、生産資材価格
高騰や販売価格低迷、または災害等の発生に
より運転資金が必要となった生産者に対する運
転資金

11 41

経営円滑化特別支援資金
JA鹿児島きもつ
き

原材料価格高騰や物流費の高騰に伴い、深
刻な経営不振に見舞われ金融債務ならびに買
掛金等の償還に支障をきたしている農家への金
融支援をするもの

4 51

飼料価格高騰緊急対策資金
JA鹿児島きもつ
き

飼料原料価格や物流費の上昇等により配合飼
料価格が高騰する中、畜産農家経営への影響
を緩和するため必要な緊急資金を融通するもの

1 10

畜産経営円滑化資金 JA種子屋久

資材高騰・価格低迷により生じた営農貸越およ
び購買未収金等を証書化。運転資金や生活
資金を貸付することにより、畜産経営の安定化
を図るもの

13 43

合計 402 3,340

▼令和6年度取扱い実績 単位 件、百万円
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(5) 事業性評価を通じた農業者の経営課題の
把握・課題解決ソリューションの提供・蓄積

▼令和6年度 農業者の経営改善支援等の取組み実績

令和6年度はＪＡ取引先8先、本会取引先1先に対して、担い手コンサルティングを実施しました。

債務者区分

期初経営改善支援取組先 再生計画
策定率
=a/A

ランクアップ率
=b/A

Ａ
Ａのうち再生計画を策
定した先数 a

Ａのうち期末に債務者
区分がランクアップした先
数 b

Ａのうち期末に債務者
区分が変化しなかった
先数 c

正常先 ① 46 18 32 39.1％

要
注
意
先

うちその他要注意先 ② 95 70 9 74 73.7％ 9.5％

うち要管理先 ③ 38 7 4 30 18.4％ 10.5％

破綻懸念先 ④ 76 30 7 57 39.5％ 9.2％

実質破綻先 ⑤ 40 19 2 36 47.5％ 5.0％

破綻先 ⑥ 3 2 0 3 66.7％ 0.0％

小計(②～⑥) 252 128 22 200 50.8％ 8.7％

合計 298 146 22 232 49.0％ 7.4％

単位 先

(4) 経営不振農家の経営改善支援
ＪＡバンク鹿児島では、負債整理資金の対応等にあたり再生計画の策定支援や経営指導な
ど、農業者の経営改善支援に向けて取り組んでいます。
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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援
(ＪＡバンク鹿児島の農業メインバンク機能強化への取組み)

１

4
農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な
農山漁村等地域育成への貢献

3
経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に
適した資金供給手法の徹底

2 担い手の経営のライフステージに応じた支援



3 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した
資金供給手法の徹底
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ＪＡバンク鹿児島では、担い手の経営実態やニーズに適した資金の提供
に努めています。

(1) 資本供与の取組み（ファンドの活用）

(2) 負債整理資金による経営支援

(3) 動産担保融資の活用



3 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した
資金供給手法の徹底
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(1) 資本供与の取組み（ファンドの活用）

ＪＡバンク鹿児島では、農業振興や環境に貢献する取組みを行う企業に投資し、
その成長を支援しています。

 ＪＡバンク鹿児島累計で17件・138百万円 の実績。
（令和6年度は新規投資なし）



3 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した
資金供給手法の徹底
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(2) 負債整理資金による経営支援

ＪＡバンク鹿児島では、農業者の債務償還負担を軽減し、経営再建を支援するため、
負債整理資金を取り扱っています。

▼令和6年度 負債整理資金の貸出実績

（注）
1. 農業経営負担軽減支援資金は、営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資金であり、ＪＡなどの融資機関において取り扱っています。
2. 畜産特別資金は、過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり、ＪＡなどの融資機関において取り扱っています。

資金名
令和6年度
実行件数

令和6年度
実行金額

令和7年3月末
残高

農業負担軽減支援資金（注1） 7 88 838

畜産特別資金（注2） 5 30 2,267

その他 2 9 554

合計 14 127 3,659

単位 件、百万円



3 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した
資金供給手法の徹底
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(3) 動産担保融資の活用
ＪＡバンクでは、農畜産物や事業用車両、各種在庫など様々な動産を担保とした融資を行い、
不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資等への取組みを行っております。

ＪＡバンク鹿児島における融資の実績は次表のとおりです。

▼動産担保融資活用実績

種類
令和7年3月末

件数
令和7年3月末

残高

農産物 0 0

畜産物 157 5,868

機械設備 91 2,401

その他 2 3

合計 250 8,272

単位 件、百万円
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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援
(ＪＡバンク鹿児島の農業メインバンク機能強化への取組み)

１

4
農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な
農山漁村等地域育成への貢献

3
経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に
適した資金供給手法の徹底

2 担い手の経営のライフステージに応じた支援



4 農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な
農山漁村等地域育成への貢献
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ＪＡバンク鹿児島では、地域社会へ貢献するため、次の取組みを
行っています。

(1)食・農への理解促進
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(1) 食・農への理解促進

ＪＡバンク鹿児島は、地域の小学生の農業に対する理解を促進するため、ＪＡバ
ンク食農教育応援事業を展開し、農業に関する教材「農業とわたしたちのくらし」の
配布や農業体験学習の受入れ等に取組んでいます。

教材「農業とわたしたちのくらし」は、ＪＡバンクを通じて、令和6年度には県下の
小学校464校へ約17,000冊配布され、学校の授業等において活用されています。

▲教材「農業とわたしたちのくらし」 ▲贈呈式の様子
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(1) 食・農への理解促進

県下ＪＡでは、食農教育などの実践活動に取り組んでいます。

ＪＡ名 活動名 活動内容

ＪＡ鹿児島みらい 2024 アグリスクール
・桜島小みかん収穫体験
・お正月しめ飾り作り
・桜島大根の収穫体験

ＪＡいぶすき アグリスクール
・芋掘り体験
・苔玉づくり
・地元の高校生による出前授業

ＪＡ南さつま
ＪＡ南さつまアグリスクール
～ちゃぐりんフレンドクラブ～

・７回にわたり、カリキュラムを実施。
①さつまいもについて
②食品工場見学
③加世田かぼちゃ植付け
④国消国産について
⑤さつまいも収穫体験について
⑥みかん狩り体験
⑦かぼちゃの販売、調理体験

▼取組み実績
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30

(1) 食・農への理解促進（前頁の続き）

ＪＡ名 活動名 活動内容

ＪＡ北さつま あぐりキッズスクール

・地元の学校(薩摩中央高校)との合同企画
となっており、講師は学生。
・参加者は以下３コースに分かれ、農業体験
を実施。
①野菜・草花コース
→野菜の収穫、花の寄せ植え体験
②果樹・畜産コース
→梨狩り、県共進会まで出場した牛を間近
で見学＆スケッチ

③食品加工・機械工作コース
→アイス作り、ペットボトルロケット作成、ド
ローン操縦見学

ＪＡ鹿児島いずみ にじいろキッズフェスティバル ・農業祭の出し物にて、「〇×クイズ」を実施。

▼取組み実績
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(1) 食・農への理解促進（前頁の続き）

ＪＡ名 活動名 活動内容

ＪＡあいら ちゃぐりんスクール

・さつまいも植付け
・鹿児島黒牛、霧島茶、果樹を学ぼう
・さつまいも収穫、販売体験
・花育 フラワーアレンジメントづくり

ＪＡそお鹿児島 あぐりスクール2024
・田植えの見学
・脱穀体験
・玄米茶作り・試飲

ＪＡ種子屋久 食育出前事業

・田植え、稲刈り体験
・たんかん選果場見学
・パッションフルーツジャムづくり
・さつまいもの植付け

ＪＡあまみ
食育活動

・馬鈴薯植付け
・料理体験（黒糖ゼリーづくり）

緑のカーテン活動 ・こども園や小学校で緑のカーテンを作成

▼取組み実績


